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　研究支援管理部門は，従来からの1）グラント部門に加えて，2）本学が受け入れた公的研究費に係わる監査及
び利益相反マネジメント体制の確立状況に係わる監査をはじめとする研究倫理全般に対応し，それらに関係す
るポリシーや規定等の整備を行うことを目的に，平成21年5月23日付けで発足しました．それら二つの活動に
ついて報告します．
1）学内グラントについて　
　　本制度の趣旨の主たるところは，オリジナリテイ溢れる研究を実施したいという若手教員の支援でありま
す．その詳細は昨年度埼玉医科大学雑誌第35巻第1号130ページに記載されています．表1に研究支援管理部
門の構成員，表2にグラント選考委員会の構成メンバー，図1に平成21年度のグラント応募状況，及び図2に
採択された案件を示します．
　　大学を取り巻く状況の変化に伴い，本制度の良いところは残しながら，改善を検討する時期に来ていると
思われます．その改善について来年（平成22年）度中に一定の方向を示す予定です．

2）科学研究費補助金等（公的研究費）の採択へ向けて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　a. 文部科学省 -「埼玉医科大学公的研究費不正使用防止計画推進部署規程」の制定
　　文部科学省より平成 19年 2月 15日に公表されている「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイド
ライン」によれば，競争的資金（科学研究費補助金を含む．）の不正使用を防止するため，内部監査部門とは独
立してその防止計画を推進する部署を設けることが記されています．そこで本規定を制定し，来年度に向け活
動できるようにしました．その規程について，平成 22年度文部科学省科学研究費補助金の申請時に必要な「研
究機関における公的研究費の管理・監査のガイドラインに基づく体制整備等の実施状況報告書」へ盛り込みま
した．
　b. 厚生労働省 ―利益相反（COI）委員会
　　厚生労働省より平成 20年 3月 31日に公表されている「厚生労働科学研究における利益相反（Conflict of 

Interest: COI）の管理に関する指針」によれば，平成 22年度以降厚生労働科学研究費補助金の交付申請書提出
前にCOI委員会が設置されていない場合，平成 22年度以降の厚生労働科学研究費補助金の交付を受けること
ができないとあります．そこで，平成21年5月23日に「埼玉医科大学利益相反マネジメントポリシー」及び「埼
玉医科大学利益相反管理規程」を制定し，COI委員会を立ち上げました．本年 9月に，厚生労働省や文部科学

表 1.  部門構成員
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省等から公的研究費を受けている全教員へ，その研究課題に関係する企業等との関わりについて記した自己
申告書の提出を求めました．自己申告書 150件の提出がなされ，そのほとんどは利益相反の状態となる恐れの
ないものでした．しかし，その中の12件については利益相反となる恐れがあり，COI委員会において自己申告
書の記載内容に基づき勧告等の検討を進めています．

(12/25/2009)

表 2.  グラント選考委員会構成メンバー

図 1.  平成21年度学内グラント応募状況．
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図 2.  採択された案件．


